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特別賞
（５点）

当ＪＡは昨年 12 月、本所で第 26 回フォトコンテスト審査会を開き、応募いただいた 96 点から
入賞 19 点を決定しました。　　　　　　　　　　　　講評／ＪＡ佐久浅間フォトコンテスト審査委員会 「収穫の喜び」

軽井沢町  津金沢 周子さん

顔見知りのご婦人でしょうか。はにかんだ笑顔が
とても素敵で良い瞬間を捉えています。画面構成
も良く、周りの情景も写し出されています。ま
た、斜光線によって立体感と共に空気感までもが
表現された素晴らしい作品になっています。

画面半分以上を占めるたわわに実った
赤いリンゴ。背景の青空と黄金色の田
んぼにより鮮やかで艶やかなリンゴが
表現できました。配色のバランスも良
く、タイトル通りの作品になっていま
す。思わず「リンゴの唄」を口ずさん
でしまいそうです。

ソリで収穫されたサツマイモを引っ張
る二人の子どもの表情と動作のタイミ
ングを見事に写しとっています。さら
に掘ってあげたのでしょうか？ お爺
さんらしき後ろ姿を入れたことでス
トーリーがさらに広がりました。

左右に濃い緑の山を配した事で画面が
引き締められました。画面２/ ３を占
める穂が左右に広がり勢いも感じられ
ます。８月下旬になると穂が垂れ、緑
から黄緑色に変化します。盛夏から晩
夏へと季節の移り変わりが表現されて
いると思います。

第 26 回ＪＡ佐久浅間フォトコンテスト入賞作品

優秀賞

佳　作

入　選

特 集

「晩秋」
佐久市　市川 博康さん

「どんど焼き」
軽井沢町　伊藤 由美子さん

「朝霧の中で」
小諸市　倉本 妙子さん

「サー行くぞー」
軽井沢町　今村 舜匡さん

「風渡る」
軽井沢町　中島 喜代江さん

「麦秋の丘」
小諸市　山口 光子さん

「五郎兵衛用水の樹氷林」
佐久市　山極 寛治さん

「桜舞台」
小諸市　小林 みち子さん

「楽しい田植体験」
佐久穂町　内津 喜重さん

「浅間山と星の共鳴」
佐久市　小平 靖子さん

「冬始まる初冠雪」
小諸市　望月 佐市さん

「秋そば咲く頃」
軽井沢町　向井 茂則さん

「輪になって」
佐久市　島田 敬三さん

「雪化粧」
東御市　近藤 政さん

「夜明け前」
軽井沢町　土屋 芳孝さん

「光浴びて」
佐久市　池田 敦子さん

「力を合わせて」
佐久市　三石 敏郎さん

「豊か」
佐久市　奥原 静男さん

組合長賞

（３点）

（５点）

（５点）
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望遠レンズでフレーミングしたと思いま
すが奥行きと広さが出ています。レンズ
の特徴を活かした前後のボケが柔らかさ
と春風を表現し、鳥がアクセントとなり
温もりが伝わってくる作品です。

担ぎ手の気合の入った表情を絶妙なシャッターチャンスで
捉え迫力ある作品になっています。作者は龍神まつりの作
品を毎年のように応募されていますが、夜間で動きのある被
写体を見ごたえのある作品に仕上げる実力者だと思います。

満開の桜を背に農作業をするご夫婦。軽トラを挟
んだ左右の人物それぞれの動きの良い瞬間を捉え
ています。背景の桜たちが二人を応援しているか
のようで佐久地方の春が表現されています。

好適撮影地で知られる御牧ヶ原大地。
収穫前の麦畑の丘を空の配分を多めに
したフレーミングにより広がりと雄大
さを表現し、初夏の雰囲気が伝わる気
持ちの良い作品になっています。

計算された画面構成で黒の中に成長し
た氷柱が目立ちます。また、石につい
た氷と川の流れが画面に変化をつけ冷
気と静寂さがモノトーンで上手く表現
されました。
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家の光記事を活用
佐久長聖高校駅伝部 家の光大会　記念講演会

約１５０台が並んだ会場

駅伝部員ら 記念講演「防災収納」

　当ＪＡのグループ会社㈱オートパル佐久浅間の農機事
業部は１２月６日、中央農機センターで日頃の感謝を込
めて「お客様感謝デー周年祭」を開催しました。トラク
ターや田植え機、管理機などの在庫一掃セールやフォー
クリフトの展示、ＪＡ農業資金融資相談を実施。社員が
管理機やトラクターの性能などを来場者に説明した他、
トラクター整備点検のセルフメンテナンス講座を開きま
した。また、来場者にはオリジナルキャップをプレゼン
トしました。

　当ＪＡは第７６回全国高校駅伝大会に長野県男子代
表として２８年連続出場の佐久長聖高校駅伝部に、地
元農畜産物やＪＡ加工品を贈りました。大会を控えた
１２月１１日、駅伝部宿舎を訪問し「さくさく米」
４０キロ、「信州米豚」１０キロ、「望月高原のむ
ヨーグルト」３０本、「信州たてしなりんご」７２玉
を贈呈。茂木常務は「地元の農畜産物で栄養を蓄え、
良い結果を期待している」と激励しました。２１日に
開かれた大会では１０位でした。

　当ＪＡは１２月１８日、家の光大会・記念講演会を
本所で開きました。「家の光」「地上」「ちゃぐり
ん」の購読者やＪＡ関係者ら１１１人が参加。５０年
以上の「家の光」愛読者２人を表彰。表彰者を代表し
小諸市の土屋薫さんがあいさつしました。記念講演会
では、防災収納インストラクターの松永りえさんが
「熊本地震の経験から学ぶ。家族を守る本当に役立つ
『防災収納』」と題し講演。平成２８年の熊本地震の
体験から「いざとなったら逃げやすい環境を普段から
つくる事が大切」と呼び掛けました。

　当ＪＡが指定管理者として運営する「道の駅ヘルシー
テラス佐久南」が１２月６日・７日の２日間、感謝祭を
開きました。「三ヶ日みかん」の特価販売や詰め放題、
お菓子すくいを企画した他、埼玉県のＪＡいるま野の狭
山茶、静岡県清水港直送の海産物などを販売。地元野菜
を使ったキノコ汁や「蓼科牛」の振る舞い、レジ通過者
に先着で「農協牛乳」を無料配布し、大勢の利用者で賑
わいました。

　当ＪＡは１２月１０日、本所で第２６回フォトコン
テストの審査会を開きました。「魅力ある佐久浅間の
農業・自然・暮らし」をテーマに作品を募集。ＪＡ管
内の美しい自然や四季の農作業風景などを撮影した
９６点の応募がありました。審査委員長の髙栁組合長
をはじめ、常勤役員、県カメラ商組合、日本農業新聞
の７人が審査を担当。１次審査から最終審査まで行
い、１９点の入賞作品を選びました。

　当ＪＡは１２月５日、佐久市の市民創錬センターで
「肥料・農薬・資材品目説明会」を開きました。新開
発の資材や省力化に役立つ資材などの最新情報をＪＡ
と生産者が共有するとともに、生産者が普段の疑問を
直接メーカーに質問できる機会をつくることを目的に
開催。昨年を上回る約３００人が来場しました。参加
者は、肥料と農薬、生産資材など合わせて５７社の
ブースで、商品の説明を受けながら最新情報を収集し
ました。

感謝祭が盛況お客様感謝デー周年祭を開催

９６点の応募から
入賞作品１９点を選出

地元農産物を贈り激励 農業資材の最新情報を提供

道の駅ヘルシーテラス佐久南㈱オートパル佐久浅間

フォトコンテスト審査会
肥料・農薬・資材品目説明会

ミカンの詰め放題を楽しむ利用者

審査する髙栁組合長と栁澤専務

担当者から商品の説明を受ける参加者

農機操作は余裕をもって
農作業安全研修会

　小諸労働基準監督署と日本農村医学研究所、当ＪＡ
は１月１３日、丸横共選所で農作業安全研修会を開き
ました。果樹生産者ら２８人が参加。同署の丸山竜輝
さんが外国人労働者に対する安全衛生や実際に起こっ
た農作業事故について説明し「余裕をもった操作で安
全に使用してほしい」と呼び掛けました。また、㈱
オートパル佐久浅間やメーカー担当者が、高所作業機
の正しい取り扱い方法や操作上の注意点など実演を交
え説明しました。

　花きの生産基盤の維持拡大に向け、意欲ある担い手の
確保などを目的に当ＪＡは１２月２５日、１月１９・
２４日、本所で新規花き栽培説明会を開きました。説明
会には、新規栽培を検討する１０人が参加し、花卉振興
センターの担当者が管内の栽培概要を紹介。トルコギ
キョウ、小菊、輪ギク、姫ひまわり、カーネーション、
ストック、アルストロメリアの７品目の作型や栽培収支
試算などを説明しました。参加者はメモをとるなど熱心
に聞いていました。

花き栽培を説明する担当者

説明を聞く生産者ら

花き新規栽培者を募集
花き新規栽培説明会



共通のテーマで皆さんの声をお届けします
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ＪＡ女 性 会

花より団子 一期一会

　私の好きな言葉は、花よ
り団子です。なぜかという
と、きれいな物よりかは満
たされる物がいいなと思い
この言葉にしました。心と
おなかが満たされると幸せ
になると思いました。
　きれいな物を見て心だけ
が満たされるよりかは、食
べ物でおなかも心も満たさ
れれば一石二鳥でいいなと
思いました。

　先日、旅からの帰り道
ひょいと立ち寄った情緒
あふれる喫茶店。扉を
開けると良い音色で「カ
ラン・カラン」と鳴り、
暖かく迎え入れてくれま
した。店員さんの案内で
席に着くと真っ先に目に留まったのが正面の「一期
一会」の壁掛け。「たとえ毎日くるお客様であって
も、その日の今は二度と訪れない。ぜひ楽しい有意
義な一時を過ごして頂きたい」こんな店主の計らい
にすごく感銘を覚えました。
　これからも日常生活のあらゆる場面で素敵な出会
い、貴重な出会いがあることを願ってやみません。

佐久市新子田
翠川 美京杏さん（12歳）

御代田町草越
土屋 和雄さん（78歳）

「好きな言葉」

■お問い合わせ・お申し込み　企画総務部総務組合員課
　TEL 0267ー68ー1112   業務携帯 070ー4808ー7931まで

ちゃぐりんしらかば 立科教室〈食農教育活動〉

今月のレシピ今月のレシピ

今月の ご飯をおいしく楽しもう
お米は新米だけが食べ頃じゃない !
　お米は一般的に収穫した年内だけ「新米」と呼ばれ、
年が明けると新米とは呼ばれなくなります。新米とさ
れる期間が短いためか、豊穣への感謝からか、日本人
には新米信仰があって「新米だからおいしい」という
声も聞かれます。でも、それは本当なのでしょうか。
　確かに新米は香り高くみずみずしい傾向があります
が、収穫後 2、3 カ月たってから味が乗ってくるお米
もあり、年明けの 1、2 月は「お米の旬」だと感じて
います。私が稲作を生業にしていたとき、収穫したお
米の味が前年産よりも薄くて落ち込んだことがあった
のですが、2、3 カ月たつと味が乗ってきたという経
験がありました。
　収穫後のお米の味わいの変化について、複数の料理
人やお米の関係者に尋ねたことがあります。温度と湿
度が管理された環境で玄米やもみの状態で保管される
ことが前提ですが、皆さん「新米よりも年明けに味が
乗ってくる」「水分が落ち着く年明けごろがおいしい」
という回答でした。ある料理人の言葉を借りると「熟
成させて脂が全体に回った魚には取れたての魚とは別

のおいしさがあるように、お米のうま味を感じるのも
年明けくらい」というわけです。
　もちろん、収穫したてがおいしさのピークのお米も
あれば半年以上たってから味が乗ってくるお米もあり
ますが、年明けが食べ頃というのが多くの傾向だと感
じています。
　白飯だけで頰張ってみて味が乗ってきたなと感じる
お米は、塩むすびの他、ぬか漬けなどシンプルな塩味
などのあっさりとした和食と楽しむとさらにご飯の味
が引き立ちます。
　新米でなくなっ
たばかりの令和 7
年産米のおいしさ
の本領発揮はこれ
からです。ぜひ味
が乗ってきたお米
のおいしさを楽し
みましょう !

米・食味鑑定士／お米ライター●柏木 智帆

年明け 1、2 月はお米の食べ頃

　ＪＡ佐久浅間では国消国産の意義を発信し地域住民の意識醸成に向けた
取り組みを行っております。
　その一環として、次世代を担う子供たちに地元農産物のおいしさを認識
してもらうとともに、子育て世代に安全安心な食への理解促進を図ること
を目的として、立科支所では１月１７日、立科町老人福祉センターで参加
者 28 名と女性会のみなさんの協力のもと実施致しました。米粉や地元食
材を使った料理講習会を開催しました。

ミニコンサートと学習会のお知らせ
　ＪＡ佐久浅間女性会では、ミニコンサートと
学習会を開催いたします。お試し参加も大歓迎
です！ 多くの皆さまのご参加をお待ちしており
ます。

●日時：3 月 11 日㈬ 
　　　　午後 2 時 00 分〜 4 時 00 分
●場所：佐久平交流センター 大ホール
★みんなで踊ろう「家の光 100 ダン」
★ＪＡ佐久浅間事業紹介
★ＪＡ長野県フレミズ作文コンクールの発表
　令和７年度優秀賞作品　発表者：原科泉さん
★ミニコンサート♪
　♪『食農教育の紙芝居と音楽のコラボ』♪
　「紙芝居」藤田絵梨さん＆SAKU音広場の
　　みなさん
★学習会
　『健康寿命を伸ばすには、歯とお口の健康から』
　女性会共同購入：薬用歯みがきアパナチュール
　　　　　　　　　　　　　　SANGI ㈱  橋本氏

簡単リンゴケーキづくり
シャカシャカ
おにぎりづくり
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営
農
経
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部
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農
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画
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家
庭
菜
園

サトイモ
日本での栽培の歴史は古く、縄文時代後期に渡来したものといわれていま
す。サトイモは中心に親イモができ、そのまわりに子イモ、孫イモ、ひ孫
イモと一つの種イモからたくさんできます。売られているサトイモは主に
子イモと孫イモですが、種類によって親イモだけを食べるもの、親イモも
子イモも食べるものなどがあります。親、子、孫と続くことから子孫繁栄
の縁起物としてお正月料理にも使われています。

4月3月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月

収穫種まき

露地栽培

す
。
芽
が
地
表
に
出
て
き
て
か
ら
霜
や

低
温
に
あ
う
と
生
育
に
障
害
が
出
や
す

い
の
で
、
あ
ま
り
早
い
時
期
に
植
え
付

け
な
い
よ
う
に
注
意
し
ま
す
。

植
え
付
け
方

　

植
え
付
け
の
当
日
、
畝
幅
90
㎝
、
幅

15
㎝
、
深
さ
20
㎝
の
植
え
溝
を
つ
く

り
、
種
イ
モ
を
、
植
え
溝
に
株
間
45
～

60
㎝
で
、
頂
芽
を
上
に
し
て
倒
れ
な
い

程
度
に
縦
に
挿
し
込
み
、
７
～
８
㎝
程

度
均
等
に
覆
土
し
ま
す
。
深
植
え
は
発

芽
そ
ろ
い
が
悪
く
な
る
の
で
注
意
し
ま

す
。

※
畝
全
体
に
ポ
リ
マ
ル
チ
を
し
て
地
温

　

を
高
め
、
発
芽
を
促
進
し
ま
す
。

植
え
付
け
後
の
管
理

　

植
え
付
け
後
３
～
４
週
間
で
発
芽
し

ま
す
。
発
芽
が
始
ま
っ
た
ら
、
す
ぐ
に

マ
ル
チ
を
切
っ
て
穴
を
開
け
ま
す
。
そ

の
ま
ま
に
し
て
お
く
と
芽
が
日
焼
け
す

る
の
で
注
意
し
ま
す
。

※
５
月
中
に
出
て
く
る
芽
は
種
イ
モ
か

ら
出
る
も
の
で
、
多
数
出
る
と
親
イ

モ
が
多
く
で
き
て
し
ま
い
、
子
イ
モ
・

孫
イ
モ
が
小
さ
く
な
る
の
で
、
芽
を

整
理
し
ま
す
。
６
月
以
降
に
出
て
く

る
も
の
は
、
子
イ
モ
に
な
る
芽
な
の

で
除
去
し
ま
せ
ん
。

マ
ル
チ
の
除
去
・
追
肥
・
土
寄
せ

　

マ
ル
チ
は
５
月
下
旬
～
６
月
中
旬

に
除
去
し
、
追
肥
後
、
土
寄
せ
し
ま

す
。
マ
ル
チ
の
除
去
後
、
追
肥
と
一
緒

に
土
寄
せ
を
２
回
行
い
ま
す
。
１
回
目

は
マ
ル
チ
除
去
直
後
、
株
元
に
施
し
ま

す
。
土
寄
せ
の
厚
さ
は
５
㎝
程
度
と
し

ま
す
。
２
回
目
は
６
月
下
旬
～
７
月
上

旬
、
株
元
に
施
し
ま
す
。
土
寄
せ
の
厚

さ
は
６
～
10
㎝
程
度
と
し
ま
す
。

※
土
寄
せ
を
一
度
に
厚
く
行
う
と
、
長

い
イ
モ
に
な
り
や
す
く
な
り
ま
す
。

反
対
に
浅
い
と
、
子
イ
モ
・
孫
イ
モ

が
露
出
し
て
肥
大
が
抑
制
さ
れ
た

生
育
と
環
境 

温
度

　

熱
帯
性
の
野
菜
の
た
め
、
高
温
・
湿

潤
な
環
境
を
好
み
ま
す
。
発
芽
の
最
低

温
度
は
15
℃
で
休
眠
が
な
い
の
で
、
生

育
適
温
25
～
30
℃
で
あ
れ
ば
い
つ
で
も

発
芽
し
ま
す
。
地
上
部
は
霜
に
あ
う
と

枯
れ
、
イ
モ
は
６
℃
以
下
に
な
る
と
腐

敗
し
や
す
く
な
り
ま
す
。 

光
　

強
い
光
を
好
み
ま
す
が
、
弱
い
光
に

も
耐
え
ら
れ
ま
す
。
イ
モ
は
、
芽
の
基

部
が
暗
く
な
い
と
形
成
さ
れ
ま
せ
ん
。

そ
の
た
め
、
栽
培
で
は
土
寄
せ
の
時
期

と
加
減
が
大
切
に
な
り
ま
す
。

土
と
水
分

　

土
壌
の
適
応
範
囲
は
広
く
、
土
壌
酸

度
は
pH 

4.1
～
9.1
の
範
囲
で
生
育
が
可
能

で
す
が
、
好
適
土
壌
は 

pH 

5.5
～ 

6.5
で
有

機
質
に
富
み
、
耕
土
が
深
く
排
水
が
良

い
土
壌
が
適
し
ま
す
。
連
作
す
る
と
収

量
が
低
下
す
る
の
で
、
３
～
４
年
の
輪

作
体
系
が
必
要
で
す
。
葉
が
大
き
い
割

に
根
が
浅
く
張
る
の
で
、
乾
燥
に
は
極

め
て
弱
く
、
乾
燥
す
る
と
生
育
が
抑
え

ら
れ
ま
す
。
耐
水
性
は
強
く
、
冠
水
し

て
も
数
日
は
耐
え
ら
れ
ま
す
。

作
型
と
品
種

　

作
型
の
分
化
は
少
な
く
、
い
ず
れ
も

春
か
ら
秋
の
温
暖
な
気
候
を
利
用
し
て

栽
培
し
ま
す
。
と
く
に
適
地
を
問
い
ま

せ
ん
の
で
、
地
域
の
気
象
条
件
に
応
じ

て
作
型
を
選
び
ま
す
。

　

催
芽
し
な
い
で
定
植
し
て
も
良
い

が
、
発
芽
ま
で
に
１
カ
月
程
度
か
か
る

の
で
催
芽
し
て
植
え
る
と
良
い
。

品
種

　

早
生
種
（
石
川
早
生
・
蓮
葉
芋
）
、

中
晩
生
種
（
土
垂
・
善
光
寺
）
な
ど
が

あ
り
ま
す
。

生
育
経
過

　

４
月
上
～
中
旬
に
種
イ
モ
を
植
え
付

け
る
と
、
約
１
カ
月
で
発
芽
し
ま
す
。

発
芽
後
10
日
く
ら
い
か
ら
７
～
10
日
ご

と
に
葉
が
１
枚
展
開
す
る
よ
う
に
な

り
、
地
上
部
の
茎
葉
が
急
速
に
成
長

し
、
植
え
付
け
後
60
～
70
日
頃
か
ら
光

合
成
を
盛
ん
に
行
っ
て
地
下
部
の
イ
モ

に
養
分
を
送
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

地
下
部
で
は
、
種
イ
モ
の
頂
芽
が
成

長
す
る
と
、
葉
柄
の
基
部
が
短
縮
・
肥

大
し
て
親
イ
モ
と
な
り
、
親
イ
モ
の
側

芽
が
成
長
す
る
と
そ
の
基
部
が
肥
大
し

て
子
イ
モ
と
な
り
ま
す
。
同
様
に
し
て

子
イ
モ
か
ら
孫
イ
モ
が
形
成
さ
れ
ま

す
。
植
え
付
け
か
ら
収
穫
ま
で
の
日
数

は
、
１
５
０
～
１
７
０
日
で
す
。

畑
の
準
備
と
植
え
付
け   

　

で
き
る
だ
け
乾
燥
し
な
い
畑
、
ま
た

は
灌
水
が
容
易
な
畑
を
選
び
ま
す
。
同

時
に
水
は
け
が
良
く
、
肥
沃
で
柔
ら
か

な
土
壌
の
畑
で
あ
る
こ
と
も
大
切
で

す
。

　

肥
料
は
、
元
肥
を
施
す
１
週
間
前
に

１
ａ
当
た
り
、
苦
土
石
灰
10
㎏
な
ど
を

施
し
て
土
壌
pH 

を
適
正
に
し
ま
す
。
種

ま
き
の
１
週
間
前
く
ら
い
に
は
、
元
肥

（
堆
肥
２
０
０
㎏
・
化
成
肥
料
８
㎏
・

苦
土
重
焼
燐
４
㎏
）
を
畑
全
面
に
施

し
、
よ
く
耕
し
て
整
地
を
し
て
お
き
ま

す
。 

栽
培
期
間
が
長
い
の
で
、
堆
肥
や

緩
効
性
肥
料
を
中
心
に
施
用
し
ま
す
。

種
イ
モ
の
準
備

　

種
イ
モ
は
大
型
の
も
の
ほ
ど
発
育
が

良
好
で
多
収
と
な
り
ま
す
。
40
～
50
ｇ

程
度
の
形
の
良
い
イ
モ
を
選
び
、
親
イ

モ
を
用
い
る
場
合
は
縦
に
２
～
４
個
に

分
割
し
ま
す
。
病
気
に
侵
さ
れ
て
い
な

い
、
傷
が
付
い
て
い
な
い
、
頂
芽
が
欠

け
て
い
な
い
も
の
を
種
イ
モ
と
し
ま

り
、
緑
化
イ
モ
に
な
っ
た
り
し
ま

す
。
２
回
目
の
土
寄
せ
が
遅
れ
る
と

根
を
傷
め
や
す
く
な
る
の
で
、
遅
れ

な
い
よ
う
に
注
意
し
ま
す
。

灌
水

　

乾
燥
害
を
受
け
る
と
品
質
と
収
量
が

低
下
す
る
の
で
、
高
温
・
乾
燥
期
に
は
、

７
～
10
日
間
隔
で
午
前
中
に
灌
水
し
ま

す
。
灌
水
量
の
目
安
は
、
１
㎡
当
た
り

20
～
30
ℓ
で
す
。

収
穫
時
期   

収
穫

　

植
え
付
け
か
ら
１
５
０
～
１
７
０
日

後
の
、
９
月
下
～
11
月
上
旬
か
ら
収
穫

で
き
ま
す
。
葉
が
緑
色
か
ら
黄
色
に
な

り
、
茎
が
垂
れ
た
頃
が
収
穫
の
目
安

で
、
初
霜
の
頃
ま
で
に
掘
り
上
げ
ま

す
。
晴
れ
た
日
に
、
イ
モ
を
傷
つ
け
な

い
よ
う
に
、
シ
ャ
ベ
ル
で
周
囲
か
ら
掘

り
上
げ
、
葉
柄
は
地
際
で
刈
り
取
り
ま

す
。

保
存

　

掘
り
上
げ
た
イ
モ
を
貯
蔵
し
て
お
く

場
合
は
、
で
き
る
だ
け
株
を
崩
さ
な
い

よ
う
に
し
て
泥
付
き
の
ま
ま
風
通
し
の

良
い
と
こ
ろ
で
陰
干
し
し
ま
す
。
よ
く

乾
か
し
て
か
ら
、
少
量
な
ら
そ
の
ま
ま

新
聞
紙
に
包
ん
で
発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル
の

箱
に
入
れ
て
お
き
ま
す
。
大
量
な
ら
、

排
水
の
良
い
場
所
に
穴
を
掘
っ
て
、
腐

敗
防
止
の
た
め
に
６
℃
以
上
の
温
度
を

保
つ
よ
う
に
工
夫
し
て
貯
蔵
し
ま
す
。

種イモはふっくらとして形が整い、芽が
傷んでいない、40 〜 50 ｇのものが最適
（石川早生の例）

第1回
5月下旬〜6月中旬

第2回
6月下旬〜7月上旬

肥料を埋めるよう
に通路の土を株元
に寄せる

芽

良 不良

無催芽でもよいが、
初心者はこのくらい
芽を出させて植え付
けると生育が大変早
まり、失敗がない

葉はまだ開かない

90㎝
タネイモ

20㎝

15㎝植え付ける
幅で 5～6㎝

覆土の深さ
7～8㎝
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今
年
は
本
厄
。
厄
払
い
も
し
て
頂

き
、
お
守
り
を
身
に
つ
け
気
を

引
き
締
め
て
、
１
年
無
事
に
過
ご
せ

ま
す
よ
う
に
。

エ
リ
（
佐
久
市
）

昨
年
は
暑
く
て
野
菜
の
種
を
ま
い

て
も
芽
が
出
ず
、
い
つ
も
の

人
に
あ
げ
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
が
多

か
っ
た
け
ど
、
今
年
は
い
い
野
菜
が

出
来
て
欲
し
い
。

Ｙ
・
Ａ
（
小
諸
市
）

今
年
に
な
っ
て
か
ら
、
庭
の
桜
の

木
に
ス
ズ
メ
が
１
５
０
羽
位
、

毎
日
来
ま
す
。
き
き
耳
ず
き
ん
が
ほ

し
い
で
す
。

に
ゃ
ん
（
佐
久
市
）

初
の
女
性
総
理
大
臣
に
期
待
し
た

が
、
結
局
政
策
は
同
じ
。
そ
し

て
も
う
解
散
で
選
挙
に
。
選
挙
を
や

る
に
も
お
金
も
か
か
る
し
そ
う
簡
単

に
な
っ
た
り
止
め
た
り
し
て
ほ
し
く

な
い
で
す
。

あ
い
こ
ち
ゃ
ん
（
佐
久
市
）

１
月
下
旬
の
寒
さ
で
、
野
沢
菜
漬

け
が
久
し
ぶ
り
に
凍
り
ま
し

た
。
昔
は
必
ず
と
い
っ
て
い
い
ほ
ど

凍
り
ま
し
た
が
、
近
年
で
は
久
し
く
、

シ
ャ
リ
シ
ャ
リ
し
た
漬
け
物
を
味
わ

い
ま
し
た
。

玄
米
（
佐
久
市
）

今
迄
も
そ
う
で
あ
っ
た
が
、
今
回

の
上
野
原
の
山
火
事
の
恐
ろ
し

さ
。
我
々
の
周
辺
で
も
耕
作
放
棄
地

の
拡
大
が
大
き
な
災
害
の
心
配
事
に

な
っ
て
い
る
。

ヒ
デ
ち
ゃ
ん
（
佐
久
市
）

ハ
ウ
ス
の
中
へ
去
年
の
秋
ま
い
た

ホ
ウ
レ
ン
草
が
大
き
く
な
り
、

ビ
タ
ミ
ン
補
給
に
助
か
っ
て
お
り
ま

す
。

Ｎ
・
Ｙ
（
小
諸
市
）

寒
に
入
り
水
道
管
が
凍
ら
な
い
か

と
心
配
で
起
き
、
す
ぐ
に
水
道

栓
を
ひ
ね
っ
て
一
安
心
し
ま
す
。

山
ち
ゃ
ん
（
佐
久
市
）

今
年
の
農
業
の
計
画
を
た
て
、
こ

れ
か
ら
健
康
に
気
を
つ
け
て
頑

張
ろ
う
と
思
い
ま
す
。Ｅ

・
Ｋ
（
小
諸
市
）

米
の
値
段
が
高
止
ま
り
し
て
い
ま

す
。
喜
ん
で
良
い
の
か
、
消
費

者
の
み
な
さ
ん
の
立
場
に
な
れ
ば
大

変
な
事
で
す
。
み
ん
な
が
納
得
で
き
る

所
に
落
ち
着
け
れ
ば
い
い
で
す
ネ
。

き
ん
ぐ
（
立
科
町
）

中
三
の
息
子
が
流
行
り
に
の
っ

て
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
感

染
。
特
に
男
の
子
は
異
常
行
動
が
発

生
す
る
恐
れ
が
あ
る
と
薬
局
で
も
注

意
を
受
け
、
ニ
ュ
ー
ス
な
ど
の
心
配

か
ら
何
年
か
振
り
に
隣
で
寝
た
。
こ

ん
な
こ
と
で
も
な
け
れ
ば
隣
で
寝
る

な
ん
て
も
う
な
か
っ
た
か
も
し
れ
な

い
。
絶
賛
反
抗
期
の
息
子
で
す
が
、

ご
飯
や
水
分
を
用
意
し
た
り
色
々
世

話
を
焼
い
て
い
る
と
「
お
母
さ
ん
あ

り
が
と
う
」
と
。
素
直
に
嬉
し
か
っ

た
。
今
感
染
す
れ
ば
、
受
験
の
時
は

大
丈
夫
だ
ろ
う
と
前
向
き
に
と
ら
え

た
い
。

全
力
母
さ
ん
（
小
諸
市
）

Ｋ.ばあば（御代田町）

昨
年
か
ら
柿
な
ど
鳥
さ
ん
の
え
さ

が
た
く
さ
ん
あ
る
の
か
、
我
が

家
の
サ
ン
シ
ュ
の
赤
い
実
が
た
く
さ

ん
残
っ
て
い
ま
す
。
い
つ
も
は
枯
れ

木
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
今
年
は
賑

や
か
で
す
。
木
の
下
に
は
水
仙
の
葉

が
出
て
い
ま
す
。
春
の
た
よ
り
が
す

ぐ
聞
こ
え
そ
う
で
す
ね
。

し
い
ち
ゃ
ん
（
東
御
市
）

ひ
孫
は
２
才
に
な
り
ま
す
が
保
育

園
か
ら
帰
っ
て
来
る
と
、
何
体

か
の
ぬ
い
ぐ
る
み
を
寝
か
せ
て
、
上

に
タ
オ
ル
を
か
け
て
「
ト
ン
ト
ン
」

し
な
が
ら
寝
か
し
つ
け
て
い
ま
す
。

先
生
の
事
を
よ
く
見
て
い
る
と
感
心

し
ま
し
た
。

Ｈ
・
Ｋ
（
佐
久
市
）

佐
久
の
冬
の
寒
さ
に
は
未
だ
に
慣

れ
ま
せ
ん
が
、
職
場
の
窓
か

ら
み
え
る
八
ヶ
岳
の
景
色
が
大
好
き

で
す
。
季
節
の
う
つ
ろ
い
方
も
私
の

出
身
地
と
違
い
が
あ
り
ま
す
。
車
で

１
時
間
ち
ょ
っ
と
の
差
だ
け
な
の
に

色
々
な
事
が
異
な
り
面
白
い
で
す
。

メ
ー
プ
ル
ち
ゃ
ん
（
佐
久
市
）

毎
年
、野
沢
菜
を
漬
け
て
い
ま
す
。

今
年
は
た
く
あ
ん
漬
け
も
仲
間

入
り
で
す
。
初
め
て
ぬ
か
や
干
し
柿

の
皮
、
ナ
ス
の
干
し
た
皮
を
入
れ
お

い
し
い
味
の
た
く
あ
ん
が
で
き
ま
し

た
。
高
血
圧
に
な
ら
な
い
よ
う
に
気

を
つ
け
少
し
ず
つ
食
べ
ま
す
。

サ
ザ
ン
カ
（
立
科
町
）

りんご（佐久市）

サザンカ（佐久市）

朝（佐久市）

プルーン（御代田町）

ピー子ちゃんのママ（佐久市）

私の一句・一首、クイズの答え
お便り、イラスト・写真など
私の一句・一首、クイズの答え
お便り、イラスト・写真など

①クイズの答え
②身近な情報や出来事
  （イラスト・俳句等）
③2、3ページ
　「フォトコンテスト 
     入賞作品」の感想
④〒・住所・氏名・
　年齢・電話番号・
　ペンネーム

●記載された個人情報は、広報誌の編集およびプレ
ゼント発送等を目的とし、それ以外には一切利用い
たしません。
●１人１枚を有効とします。
●お送りいただいたハガキ・イラスト・写真等は返
却いたしません。
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こちらの
QRコード
からも応募
できます

二重マスの文字を順に並べてできる言葉
は何でしょうか？
答えを下記のあて先までお送りください。
◇◆ヨコのカギ◆◇
①節分にまるかぶりします
②働き者のイメージがある昆虫
③羽根つきに使う道具
④保育園の○○○に手編みの帽子を出品した
⑥張り上げたりひそめたり
⑨強い風に雪が舞います
⑩作業機をけん引してさまざまな農作業をこなし

ます
⑪金太郎が担いでいるもの
⑬ドアをコン、コン
⑭魚へんに付と書く魚
⑯寒いとこりやすくなる人もいます
◇◆タテのカギ◆◇
②東京にある、昔は電気街、今はポップカルチャー

の街
⑤はたきで払うもの
⑦い草などで編んだ敷物
⑧天井や空がある方向
⑨長さの単位のひとつ。記号は ft
⑪眠くなると下がってきます
⑫外湯めぐりで知られる兵庫県北部の温泉地
⑭鬼は外、○○は内
⑮日本刀の手で握る部分
⑯すべては忘却の○○○だ
⑰チョコレートケーキの○○○○○をスマホで調

べた

先月号の答えは 

『サンガニチ』
でした。

応募総数 123 通
●「JAHOO クイズ」当選者
　の発表は、プレゼントの発
　送をもってかえさせていた
　だきます。ご了承ください。

　
歳
に
こ
の
１
月
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●締切2月25日㈬（消印有効）

★クイズ正解者の中から
　抽選で５名の方に
  「あぐりの湯こもろ
　大人入浴券（ペア）」
　を差し上げます。 【
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ＪＡバンク Presents 住まいるフェスタ

決算棚卸のお知らせ

㈱オートパル佐久浅間
農機センターよりお知らせ
第 40 回東信地区農業機械中古機フェア開催

将来のマイホームづくりの第一歩
住まいるフェスタのイベントに参加しよう♪

●日　時　３月２０日㈮　午前１０時～午後４時
●場　所　長野県立武道館
●入場無料

各種イベントコーナーを
ご用意しております
　＜工作コーナー＞
　＜輪投げコーナー＞
　＜人形すくい＞　
　＜お菓子つかみ取り＞

■お問い合わせ
　金融部融資課　TEL 0267ー67ー0610

●開催日　３月７日㈯
●時　間　午前８時３０分〜１１時
●場　所　JA 信州うえだ農産物流通センター
　　　　　　　　　　　　　（上田市殿城 80）
トラクター・管理機・田植え機など多数出品予定
※ 先着順に入場整理券を配布します

農機展示商談会開催
●開催日　３月１４日㈯
●時　間　午前９時〜午後４時
●場　所　ＪＡファーム佐久店西側駐車場
ご来場者に春花の小鉢プレゼント

詳細は、㈱オートパル佐久浅間ホーム
ページのお知らせをご覧ください　⇨

■お問い合わせ
　お近くの㈱オートパル佐久浅間各農機センター

第 7 期（2025 〜 2027 年度）
ＪＡ佐久浅間農業生産振興支援事業
の振込について

Ａ・コープファーマーズ佐久平店

道の駅ヘルシーテラス佐久南
休館日のお知らせ

第 7 期ＪＡ長野県農業開発基金を活用した農業生産
振興支援事業を下記の要領により実施いたします。
品目毎に、専門営農指導員および地域営農技術員と連
携し生産振興・経営支援施策、主力品目の生産安定、
生産拡大、生産基盤の拡充を図る目的として支援事業
にかかる助成金を活用された生産者の皆様へお支払を
しますのでご確認ください。

■お問い合わせ
　営農経済部営農企画課　TEL 0267 ー 68 ー 1117

振込予定日　2月20日㈮
※明細については振込完了後、郵送させていただきます。

生産者直売コーナー　さくさく市場
新規出荷会員募集中 !!

Ａ・コープファーマーズ佐久平店「生産者直売コー
ナー」にあなたも出荷してみませんか。大規模農家だ
けでなく兼業農家、自給的農家、新規就農者、高齢
者、女性など地域のさまざまな農業者が参画すること
によって支えられています。
この機会にぜひ出荷会員になりましょう！

■お問い合わせ
　営農経済部直売課　TEL 0267 ー 68 ー 1117

道の駅ヘルシーテラス佐久南では、電気保安点検の
ため 2月18日㈬ を休業させていただきます。

ご理解とご協力をお願いいたします。

■道の駅ヘルシーテラス佐久南
　TEL 0267 ー 78 ー 3383

監事会　1 月 27 日 / 報告事項

①子会社監査役からの諸報告について
②常勤監事からの諸報告について
③１２月内部監査実施状況報告について

理事会　1 月 27 日開催
決議事項
第１号議案　第２７回通常総代会の開催について
第２号議案　令和８年度固定資産取得計画について
第３号議案　役員賠償責任保険の更新について
主な報告事項
①１２月末部門別損益計算書について
②令和７年度事業計画中間報告について
③第２回支所（店）運営委員会について
④トップリスク管理について

⑤有価証券の購入について
⑥営農経済事業プロジェクトの取り組みについて
⑦内部監査実施状況について

令和８年 ＪＡ佐久浅間 生産資材利用者支援のお知らせ
生産資材利用者支援策について
本年度は、資材価格コスト上昇による農業経営を緩和するため期間限定で出荷用段ボールに限り、価格抑制
特別支援対策（早取り割引き）を実施いたします。あわせて、生産資材利用者支援も継続実施いたします。
今後も、農家所得向上のため努めてまいります。

品目 対象期間価格抑制特別支援対策内容（早取り割引き）
農産物出荷用段ボール
（野菜・果樹・花き・きのこ）

①令和７年度価格より出荷段ボールに限り５％値引き
　を行います。

令和７年１２月から令和８年
６月末の納品に限る。

品目 参考（店頭価格比較）支援対象内容

農薬
ドロクロール２０ℓ、バスアミド２０㎏、１０㎏
フロンサイド２０㎏、３㎏ 約５～１０％織り込み

農産物出荷用段ボール
（野菜・果樹・花き）

①段ボール早取取引
　１２月納品で同月決済に該当する予約取引
②段ボール大口数量取引
　１品目で１回の納品数が８，０００箱以上
　１品目で１回の納品数が４，０００箱以上

①約６％～１２％織り込み※1
　※１納品枚数で格差あり。
②約５％～１０％織り込み※2
　※２納品枚数、納品月、決済
　　月で格差あり。

農産物出荷用
スチロールボックス ブロッコリー スチロールボックス １箱２円織り込み

農業用資材 鳥獣害対策資材品 ５％織り込み

支援対象期間 ： ■令和７年度 令和８年１月～２月末 　■令和８年度 令和８年３月～１２月末

・支援対象価格は織り込みとなっています　・この支援策は単年度毎の見直しとなります

休日・夜間緊急連絡先

相談・苦情受付ダイヤル

営業時間外の連絡時にご利用ください
■キャッシュカード・貯金通帳・印鑑の紛失
　　  0120－02－4040
　※受付：月曜～金曜  17時～翌朝8時  土日祝日 24時間
■自動車事故（ＪＡ自動車共済）

　　  0120－258－931 ※受付：24時間365日

当ＪＡ各事業に関する相談・苦情を受付します

　　  0120－677－882

ジコは   クミアイ

※時間：9～17時 土日祝日を除く

各種相談会のご案内

■相談日 3月03日㈫ 佐久岩村田支所　10日㈫ 中込店
　　　　 14日㈯ 佐久うすだ支所
■相談役　ＪＡ長野信連 社会保険労務士 前田 純
■お申し込み　支所金融窓口または本所金融部
　　　　　　　 TEL 0267-67-0610（本所金融部）

■相談日　3月19日㈭ 　午後1時30分～午後5時
　場　所　本所2階201
■お申し込み　農家経営支援対策チーム
　TEL 0267-68-1114　FAX 0267-68-1928
　お申し込み締め切り　3月12日㈭   　
※開催日、場所等が変更になる場合があります

年金相談

営農・就農相談

Ⓒよりぞう

■お問い合わせ　生産資材店舗、営農センターまたは生産資材課  TEL 0267 ー 23 ー 6702 まで

決算棚卸のため、各施設の営業を下記の通り変更させ
ていただきます。大変ご迷惑をお掛けいたしますが、
ご理解とご協力をお願いいたします。

2月27日㈮ 
終日休業　営農センター、生産資材店舗
　　　　　しらかばアイスヨーグルト工場
　　　　　農機センター、ホームエネルギーセンター
　　　　　自動車センター

2月28日㈯
終日休業　ＪＡファーム佐久店、アグリファームさくほ
　　　　　農機センター、ホームエネルギーセンター
営業時間短縮　道の駅ヘルシーテラス佐久南

■詳しくは各窓口までお問い合わせください

（18時→16時）
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栽培希望の方は、お近くのＪＡ営農センターまで

ＪＡ佐久浅間ジュース用トマト協議会・ＪＡ全農長野

地元ブランド牛「信州蓼科牛」と佐久地方伝統の
「平賀味噌」を贅沢に使用した肉まん。当ＪＡが
オリジナル開発しました。
蓼科牛のミンチとスライス肉を使用し、肉のうま
みと平賀味噌の風味が絶妙に包み込まれた『牛肉
まん』をどうぞご賞味ください。
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SDGs

わたしたちＪＡグループは、

「持続可能な開発のための２０３０アジェンダ」に賛同し、

その達成に向けて、事業・活動に取り組みます。

小諸市平原の舟田圭介さんは小諸市や御代田町などの圃場でブ
ロッコリーの栽培に取り組んでいます。
小さい頃、両親と祖父の圃場で植付けや収穫を手伝い『農業は楽
しい』と思っていました。祖父が体調を崩し農業ができないと聞
き「農業をやってみよう」と平成２６年に就農しました。１ｈａ
から７ｈａに規模を拡大し、昨年は約１８,０００ケース（１ケー
ス１５玉入）を出荷しました。病気にならないよう常にブロッコ
リーの声を聞き、消毒や肥料散布、灌水を定期的に行い、形が良
い収穫したブロッコリーを見ると達成感があると話しています。
舟田さんは「比較的値段が安定している作物。現状に満足せず機
械などを増やし、栽培面積１５ｈａを目指したい」と話していま
す。

小諸市平原　舟田 圭介さん（37）
規模を拡大していきたい

８月撮影

10 月撮影


